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序

OMNITREND Centerにようこそ
OMNITREND Centerは、回転機械の運転状態の監視および診断のために新しく開発された状態監視ソフト

ウェアです。

OMNITREND Centerは、PRÜFTECHNIK AGのモバイルの状態監視システム(例えば測定データロガー)または固定

取り付けされた状態監視システム(オンラインデバイス)で記録されたマシンパークからの状態データを処理しま

す。

測定データの評価をOMNITREND Centerは数多くの役に立つ解析機能でサポートしています。全結果はレポー

トおよび所見の形式で一覧にして文書化され、アーカイブ化されます。測定データ収集のための状態監視シス

テムの設定は、ソフトウェアでタスクテンプレートおよびマシンテンプレートを使って行われます。
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始める前に

製品内容の点検

製品配達の際には、商品に損傷がないか、部品が揃っているか点検してください。問題のある場合は、送り

状で問題のある部分にい部品に印をつけ、配送業者または直接PRÜFTECHNIK販売パートナーに連絡をしてく

ださい。

責任

運用者として、ソフトウェアのインストールと運用開始に必要な前提条件が満たされていることを確認してくださ

い：

l ソフトウェアインストールのために資格を持った専門の技術者の用意。

l インストールと運用に必要なインフラストラクチャーの用意 ( "システム前提条件 "ページ 10)。

本マニュアルについての注記

本マニュアルは製品の一部であり、製品のライフタイム期間中は、製品の一部として保管し更新してください。

本マニュアルは、製品を受け継いだ所有者または製品の使用者にも渡してください。

本マニュアルは、OMNITREND Center PCソフトウェアのインストールと運用開始について説明しています。操作の

完全な説明は、OMNITREND Centerヘルプコンテンツにあり、これはプログラムの起動後、F1 ファンクションキーを

使って呼び出せます。

本マニュアルはソフトウェア・バージョン 2.4.1またはそれ以降に有効です。

免責事項

本マニュアルの内容はもっぱら情報目的にのみ使用され、条件付きで有効です。本マニュアルは最大限の注

意を払って作成されていますが、間違えがある場合があります。

PRÜFTECHNIK Condition Monitoring GmbHは、本マニュアルに含まれている可能性のある誤謬や不正確な内容

によって派生した損害に対して責任を負いません。

PRÜFTECHNIK Condition Monitoring GmbHは、本マニュアルを守らなかった、あるいは部分的に守らなかったことに

よって起こった損害に対して責任を負いません。

テキスト凡例

テキストはその機能に従って、次のように分類されています：

l 説明的：インデントのないテキスト

l 導入的または列挙的：列挙の記号として「•」を使用したリスト

l ヒント：グレーの背景色でシンボルを前置したテキスト。

l 例：青い背景色のテキスト

l 命令、メニューエントリー、ボタン、表記、名前：太字のフォント付きの標準フォントのテキスト

略語

次の略語が使用されます：

l OMNITREND Center PCソフトウェア = OMNITREND Center、ソフトウェア、プログラム

l OMNITREND Center Utility = Utility

l Condition Monitoring System = CMS、デバイス

l Industrial Internet of Things = IIoT

6 エディション: 12.2018

インストールと運用開始



スクリーン

ユーザーインターフェース( GUI)は12か国語以上に切り替えることができ、通常の単位系に設定できます。わかり

やすくするために、本マニュアルではスクリーンコンテンツは英語で書かれ、単位は国際単位系で表わされます。

テキストのGUI要素

スクリーンコンテンツとGUI要素 ( メニュー、オプション、機能 )の名称は英語版でのみ一致します。英語以外の言

語版ではスクリーンへの関連付けは以下のように作り出されます：

英語のGUI要素 (翻訳した言語のGUI要素 )。

例：

l Print(印刷 ) をクリックします。

OMNITRENDCenter 7

インストールと運用開始



安全性
OMNITREND Centerは重要な機械情報を含んでおり、これを失うと大きな費用がかかる恐れがあります。それゆ

え、データ喪失による損害を避けるためには、信頼できるデータ保存システム( 「バックアップ」)が必要不可欠で

す。

資格

インストールと運用開始は、資格を持った専門のIT技術者によってのみ実行することが許されています。この専

門のIT技術者は本マニュアルの内容を知っていて、それに従って行動する必要があります。

本来の用途に従った使用

OMNITREND Centerは、PRÜFTECHNIKのデバイスで測定された機械状態データを処理するためのWindowsベース

のPCソフトウェアです。

このソフトウェアは、本マニュアルで説明されている仕様の範囲内でのみ運用することができます。

PRÜFTECHNIKは、間違った適用によって生じた損害に対して責任を負いません。

ライセンス契約

OMNITREND Centerの現在有効な使用許諾契約書 (EULA)は、PRUFTECHNIKウェブサイト、または以下のリンク

の添付ファイルでご覧になれます：

l 英語の使用許諾契約書 (PDF)
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サービスお問い合わせ先
質問がある場合は以下にお問い合わせください：

l ホットライン：045-444-8812

l メール：japan@pruftechnik.com

240-0006

神奈川県横浜市保土ケ谷区星川３－３－２９

星川三丁目ビル

ホットラインにお問い合わせの場合は、ソフトウェアのアクティベーションコードをあらかじめ用意してくださ

い。このコードはインストールメディアのパッケージ上にあります。
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システム前提条件

OMNITREND Center クライアント /シングルユーザー

l ハードウェア：

l プロセッサー：Dual core 2.4 GHz以上

l RAM：3 GB ( 4 GB以上を推奨 )

l メモリ：5 GB空き

l オペレーティングシステム：

l Windows 10 Professional, Windows 7 Professional

l ブラウザー

l Internet Explorer 11上

l Google Chrome (最近のバージョン)

l Microsoft Edge (最近のバージョン)

l ポート：

l 42427および 42428、シングルユーザーバージョンの場合

l 42450、クライアント/サーバーバージョンにおけるメッセージング用オプション

l 表示

l 3Dグラフィックカード

OMNITREND Center Server

l ハードウェア：

l プロセッサー：Quad core 3 GHz( Windows 7の場合 2.7 GHz以降 )。

l RAM：最小6 GB ( 16 GB以上を推奨 )

l メモリ：15 GB空き

l オペレーティングシステム：

l Windows 10 Professional, Windows 7 Professional 64 bit (SP1)

l Windows Server 2012, Windows Server 2016

l ポート：

l 8011および 8081、もしくはクライアント接続用に2つの空きポート

l 9998、モジュールメールセンター用

l MS SQLサーバーワークスペース用

l Microsoft SQL Server 2012以上、すべてのエディション

l オンラインデバイスと接続：標準エディションまたはそれ以上

サポートされているデバイスタイプ

l オンラインデバイス：

l VIBGUARD (Kernel version: 2018_KW47)

l VIBGUARD compact (Kernel version: 2018_KW47)
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l VIBROWEB XP (Kernel version: 2018_KW17)

l VIBRONET Signalmaster V31 (Kernel version: 2018_KW47)

l モバイルデバイス (オフラインデバイス)：VIBSCANNER 2, VIBXPERT II、VIBXPERT EX、VIBXPERT I

1クライアントサーバーバージョンのみ
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インストール

OMNITREND Center はシングルユーザーとして、またはクライアントサーバーバージョンとしてインストールできま

す。以下のセクションではクライアントサーバーのインストールについて説明しています。シングルユーザーのインス

トールの詳細は、をご覧ください。

サーバーのインストール
サーバアプリケーションと付属モジュール( DAP、ライセンスサーバー、電子メールセンター)は、恒久的に作動して

いて、常にアクセス可能なPC上にインストールします。

次の手順は、Windows 7で実行されています。インストールには、Windowsの管理者権限が必要で

す。

l サーバーPCにインストールメディアを接続します。

l Windows-Explorerでインストールメディアのコンテンツを開きます。

l サーバーディレクトリにある Install_omnitrend_center_server_xxxyyy.exe ファイルを起動します。

l 続いて現われるWindowsユーザーアカウント制御についての安全性の注意事項を「はい」をクリックして確

認します。インストールアシスタントが起動します。

l 次 をクリックして、次のダイアログウィンドウを開きます。

l OMNITREND Center Serverのフルインストールを選択します。次 をクリックします。

l インストールディレクトリを選択します。次 をクリックします。

l パッケージ上に記されてアクティベーションコード を入力します。次 をクリックします。

l

4字ずつのグループで書くこととハイフンに注意してください。

l サーバーがデータを作成するディレクトリを選択します。次 をクリックします。

l インストールをクリックして、サーバーインストールを開始します。

l インストールの成功後、終了 をクリックします。サーバーを設定し操作するのに使う「OMNITREND Center
Utility」プログラムが起動します。
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サーバーを設定
サーバーはOMNITREND Center Utilityを使って設定します。

Utilityを起動するにはWindowsの管理者権限が必要です。

MS SQLサーバーの場合のみ：運用開始のためには、OMNITREND Center用のワークスペースがサーバー

に作成され、アクセス可能である必要があります。サーバーワークスペースへのアクセスの設定は

Settings/Database settings(設定 /ワークスペース設定 )で行われます。

概念の説明：

サーバーワークスペース= サーバー特有のコンテンツをもったワークスペース。

測定データワークスペース= 測定データ付きワークスペース(以下では「ワークスペース」とも呼ぶ)。

バージョン2.1まではサーバーワークスペースのフォーマットはHSQLで、測定データは、フォーマットがHDF5の
ファイルにありました。

バージョン2.2からは、OMNITREND CenterはデータベースフォーマットMS SQLもサポートしています。それ以

来、サーバーワークスペースはMS-SQLフォーマットでも運用され、測定データはMS-SQLワークスペースに

作成できるようになりました。サーバーワークスペースへのアクセスおよびその起動には、異なる手順が必

要です。

OMNITREND Center utilityを起動

WindowsのスタートメニューからUtilityを起動します：

プログラム /PRUFTECHNIK /OMNITREND Center Server / OMNITREND Center Utility

Utilityはサーバーの状態を信号で表示します：

グレー：サーバーは停止しています |緑：サーバーは稼動中 |赤：サーバーがエラーメッセージを出しています

サーバーの設定は Settingsメニューで変更します。

設定に変更を加える場合は、サーバーを停止しておく必要があります。
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インストールと運用開始



IP設定

Settings/IP settingsをクリックします：

これらの設定はOMNITREND Center ServerとOMNITREND Center Serverがアクセスできるポートで有効で

す。サーバーにアクセスできるためには、設定されたポートをファイアウォール設定で有効化する必要が

あります。

ここで、サーバーにアクセスするためのIPアドレスとポートを設定します。次のオプションが選択できます：

l Use all available addresses:サーバーは、サーバーPC上で使用しているすべてのIPアドレスでアクセスできま

す。サーバーにある特定のIPアドレスだけでアクセスしたい場合は、リストの中からそのアドレスを有効化し

ます。サーバーとクライアントを同じPCにインストールした場合 ( 「ローカルホスト」)は、IPアドレス127.0.0.1を

有効化します。デフォルトでは、サーバーPCに現在割り当てられているIPアドレスが使用されます。

l Administrative port：スタートおよびストップ命令をサーバーに送るポート。

l Connection timeout (sec)：通信が起こらない場合、この時間の経過後にクライアントへの接続が中断さ

れます。

メモリ

Settings/Memory Settingsをクリックします：

ここで、サーバーに利用可能なメモリ (MB)を設定します。

l Initial memory：最小サイズ

l Max. Memory：使用可能な最大メモリ

l Max. Size Logs Directory：ログファイル用の最大メモリ

最大値をできるだけ高く設定し、オペレーティングシステムと追加で動作するアプリケーションが必要とす

る空きメモリも考慮に入れてください。

OMNITRENDCenter 15

インストールと運用開始



スタートオプション

Settings/Windows Service をクリックします：

ここではサーバーをWindowsサービスとしてインストールするか、起動後にバックグラウンドで動作するようにするか

を設定します。サーバーがWindowsサービスとしてインストールされている場合は、サーバーをUtilityからマニュアル

で起動するか、PCの起動時に自動的に起動させることができます。

サーバーをWindowsサービスとしてインストールし、起動オプションを設定：

l チェックボックス Start Server as Windows service. を有効化します。

l 希望の起動オプション Start automatically (自動的 )または Start manually (手動 )を選択します。

l 設定を適用するには、Applyをクリックします。

l OKをクリックします。

サーバーがWindowsサービスとしてはインストールされていない場合、サーバーをUtilityからマニュアルで起動する

必要があります( "サーバーを起動 /停止 "ページ 19)。

ワークスペース設定 (MS SQL)

Settings/Database settings(設定 /ワークスペース設定 )をクリックします。

ここには、MS SQLサーバーワークスペースへのアクセスのための接続データを入力します。OMNITRENDサーバーに

MS SQLフォーマットのサーバーワークスペースが設定されている場合、この設定を使用します。接続データは通

常、MS SQLサーバーの管理者から受け取ります。

サーバーステータスレポート

Reports/ Generate status report をクリックします。
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サーバーの設定は1つのファイルにまとめられていて、作成後に直接開くことができます。

ログファイル

Reports/Show logfile をクリックします。

サーバー上の各イベント (状態、エラー)が時間順に1つのログファイルに記録されます。
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サーバーモジュールを準備
サーバーモジュール1を利用できるようにするには、Utilityでこれらを以下の通りに準備する必要があります。

サーバーモジュールを準備する場合は、サーバーを停止しておく必要があります。

l 準備したいモジュールをフィールド モジュールでマークします。

l インストールをクリックします。モジュールおよびサーバーステータスは定期的に点検され、信号表示によっ

て視覚化されます。

l グレー：モジュールは準備されていません。

l 緑：モジュールは準備されていて、サーバーは動作しています。

l 黄：モジュールは準備されていて、サーバーは停止しています。

l 赤：エラーです。モジュールは利用できません。

システムリソースをより効率的に利用するなどのために、必要に応じて、モジュールを再度アンインス

トールできます。

1「サーバー」、「DAP」、「電子メールセンター」
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サーバーを起動 /停止

サーバーは以下の通りに起動 します。

l Utilityで起動オプション「自動」が有効化されていると、サーバーPCの起動時にサーバーは自動的に起

動します( "スタートオプション "ページ 16)。

l Utilityで起動オプション手動 が有効化されている、またはサーバーがWindowsサービスとして設定されて

いない場合は、Utilityでサーバーを手動 で起動してください。

サーバーをUtilityで起動するには、以下の通りに行ってください：

Utilityを起動するにはWindowsの管理者権限が必要です。

l デスクトップの「プログラム」アイコンをダブルクリックするか 。

l Utilityスタートページで Start serverをクリックします。

オプション Start server via command line がコマンドラインウィンドウを開き、起動シークエンスを詳

細に分析できます。サーバーの起動がWindowsサービスとして設定されていない場合は、必ずこ

のオプションが有効化されています。

サーバーは以下の通りに停止 します。

サーバーはWindowsサービスとしてインストールされています：

l サーバーは、サーバーPCの起動時に自動的に停止します。

l Utilityでサーバーを停止します：Utilityスタートページで Stop serverをクリックします。

サーバーはWindowsサービスとしてインストールされていません

l Utilityでサーバーを停止します：Utilityスタートページで Stop serverをクリックします。
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クライアントをインストール
クライアントアプリケーションは通常、サーバーPCとネットワークを通じて通信している職場のPCにインストールしま

す。必要に応じて、最初の運用開始のときに、クライアントをサーバーPC上に直接インストールすることもできま

す。

次の手順は、Windows 7で実行されています。インストールには、Windowsの管理者権限が必要で

す。

クライアントアプリケーションのインストールは以下の通りに行ってください：

l クライアントPCにインストールメディアを接続します。

l クライアント ディレクトリにある Install_omnitrend_center_client_xxxyyy.exe ファイルを開きます。

l 続いて現われるWindowsユーザーアカウント制御についての安全性の注意事項を「はい」をクリックして確

認します。インストールアシスタントが起動します。

l 次 をクリックして、次のダイアログウィンドウを開きます。

l インストールディレクトリを選択します。次 をクリックします。

l クライアントがデータを作成するディレクトリを選択します。次 をクリックします。

このディレクトリは、あなたがOMNITREND Centerシングルユーザーアプリケーションとして運用する

場合のみ作成されます。

l 次の画面でオプション Yes, allow InstallShield to add the firewall rule を選択します。次 をクリックします。

l インストールをクリックして、クライアントインストールを開始します。

l インストールの成功後、終了 をクリックします。
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シングルユーザーをインストール

次の手順は、Windows 7で実行されています。インストールには、Windowsの管理者権限が必要で

す。

OMNITREND Centerをシングルユーザーアプリケーションとしてインストール

l クライアントPCにインストールメディアを接続します。

l Windows-Explorerでインストールメディアのコンテンツを開きます。

l クライアント ディレクトリにある Install_omnitrend_center_client_xxxyyy.exe ファイルを開きます。

l 続いて現われるWindowsユーザーアカウント制御についての安全性の注意事項を「はい」をクリックして確

認します。インストールアシスタントが起動します。

l 次 をクリックして、次のダイアログウィンドウを開きます。

l シングルユーザーオプションを選択します。次 をクリックします。

l パッケージ上に記されてアクティベーションコード を入力します。次 をクリックします。

l

4字ずつのグループで書くこととハイフンに注意してください。

l インストールディレクトリを選択します。次 をクリックします。

l データを作成されるディレクトリを選択します。次 をクリックします。

l 次の画面でオプション Yes, add the firewall rule nowを選択します。次 をクリックします。

l インストールをクリックして、インストールを開始します。

l インストールの成功後、終了 をクリックします。
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アップデート
OMNITREND Center つねに開発が続けられ、改善されています。最新のバージョンはPRUFTECHNIKのホームぺー

ジから無料でダウンロードできます：

www.pruftechnik.com/products/condition-monitoring-systems/condition-monitoring-software/omnitrend-
center.html

代わりの方法として、アップデートを最寄の販売パートナーに請求することもできます。

アップデートをインストール

アップデートファイルの実行には、Windows管理者権限を利用できる必要があります。

l サーバーおよびクライアントアプリケーション用のアップデートファイル (*.exe)をPRUFTECHNIKのホームページ

からダウンロードします。

l 空のフォルダにファイルをコピーします。

l このファイルを実行します。

各インストールステップについての詳細は、"サーバーのインストール"ページ 13 と "クライアントをインストール "
ページ 20またはを参照。
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運用開始

クライアント /シングルユーザーアプリケーションを起動
前提条件：クライアントを起動する前に、サーバーが動作し、サーバーモジュールが準備されている必要がありま

す。

手順：デスクトップにあるプログラムのアイコンをダブルクリックします

。

起動シークエンスの後、管理者表示レイアウトにプログラムウィンドウが現われます。

クライアントサーバー：サーバーとクライアントが同じコンピュータにインストールされている場合は、クライア

ントがサーバーへの接続を自動的に構築します。そうでない場合は、手動でサーバー接続を設定する

必要があります。

シングルユーザー：このバージョンでは「クライアント」と「サーバー」が1つのアプリケーションに含まれている

ので、プログラム起動後、自動的に互いに接続します。
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サーバーに接続
次のセクションは、クライアントとサーバーが異なるPCにインストールされているクライアントサーバーインストールに

当てはまります。

サーバーへの接続は以下のようにします：

l 左上の分割ウィンドウを右マウスボタンでクリックします(マスターツリー)。ダイアログメニューが現われます。

l サービスロケーションを添付 をクリックします。ダイアログウィンドウが現われます。

l 接続データを入力します：

l アドレス：IPアドレス /サーバーがインストールされているPCの名前。

l ポート：サーバーにコンタクトを取るときのポート ( "IP設定 "ページ 15)。

l 接続の点検：サーバーへの接続を点検します。接続が成功している場合はメッセージが現われま

す：「与えられたアドレスにサービスが見つかりました。」

l ユーザー：次のユーザー名を入力します：system-admin

l パスワード：最初のログイン時に次のパスワードを入力します：system-admin

l

ユーザーロールシステム管理者 の場合は、ユーザー名 system-adminは固定されてい

て、変更できません。これに対応するパスワードは、最初の運転開始の際に、または後

から認証 セクションでパスワード変更 を使っていつでも変更できます。

l 完了 をクリックします。クライアントがサーバーに接続します。サーバーはユーザーデータをチェック

し、その後で、サービスロケーションとしてマスターツリーに現われます。
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サーバーへの接続の中断 /切断

以下のセクションはクライアントサーバーインストールに当てはまります。

クライアントとサーバー間の接続は、

l 一時的に中断している、または

l 永続的に切断している可能性があります。.

例 ：

サーバーPCはメンテナンスのためにスイッチが切られています。この場合は、接続を中断 して、接続デー

タならびに有効化されたライセンスがプログラム内に保存されるようにします。

お客様は複数のサービスロケーションを管理していますが、シングルサーバーライセンスしか利用できませ

ん。この場合は、現在のサービスロケーションへの接続を切断 して、他のサービスロケーション用のライセ

ンスを利用できるようにします。

サーバーへの接続の中断 / 切断は以下のようにします：

l マスターツリーにおいて、サービスロケーションを右マウスボタンでクリックします。ダイアログメニューが現われ

ます。

l 次をクリックします...

l 切断

サービスロケーションはマスターツリーから削除されます。再び接続するには、"サーバーに接続 "
ページ 24の指示に従ってください。

l 接続解除

サービスロケーションはマスターツリーに見え続けます。再び接続するには、ダイアログメニューで接

続するをクリックします。
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OMNITREND Centerを有効化
お客様はOMNITREND Centerソフトウェアとともに必要なライセンスも購入しました。ソフトウェアの有効化はイン

ターネットを通じて自動的に、またはライセンスファイルを使ってマニュアルで行われます。ライセンスファイルはお客

様がPRÜFTECHNIKに請求する必要があります。

有効化するには以下のような方法があります：

自動的に有効化：

自動的な有効化は、サーバーがインターネットと接続していて、PRÜFTECHNIKアクティベーションサーバーと接続で

きる場合に実行します。

アクティベーションサーバー用の接続データは固定設定されています。

l 場合によっては管理者表示レイアウトに切り換えます。

l マスターツリーでサービスロケーションをダブルクリックして、サービスロケーションエディタを開きます。

l エディタウィンドウでセクションアクティベーションサーバーを開きます。

l オンライン有効化 をクリックします。ダイアログウィンドウが現われます。

l 必要なデータを入力し、完了 をクリックします。

サーバーはPRÜFTECHNIKアクティベーションサーバーと接続します。このアクティベーションサーバーがライセン

スをチェックし、ソフトウェアを自動的に有効化します。ライセンスは「ライセンス」表示に現われます(左下

の分割ウィンドウ)。
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マニュアルで有効化

l サーバーにインターネット接続がない場合は、電子メールまたはFaxで以下の通りにライセンスファイルを請求して

ください：

セクションアクティベーションサーバーで…

l …電子メール有効化 をクリックします。ダイアログウィンドウが現われます。

l お客様のカスタマーデータを入力し、完了 をクリックします。

クライアントPCのデフォルトの電子メールプログラムが呼び出され、有効化に必要な内容の書かれた電子

メールが現われます。

l この電子メールを送信します。

または

l … PDF有効化 をクリックします。ダイアログウィンドウが現われます。

l お客様のカスタマーデータを入力し、完了 をクリックします。

PDFファイルが作成され、Adobe Acrobat Readerで表示されます。

l ファイルを印刷して、記されているFax番号にファックスします。

ライセンスファイルは電子メールでお客様に送られます。
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以下の通りにライセンスファイルをインポート します。

l メインメニューでファイル/インポート をクリックします。ダイアログウィンドウが現われます。

l インポートアシスタント ライセンスをマークし、続けるをクリックします。

l 場合により、ライセンスをインポートしたいサービスロケーションを選択します。

l ライセンスファイル (*.lic)を作成するディレクトリを入力します。ディレクトリを選択 をクリックし、ターゲット

ディレクトリに移動するか、ディレクトリフィールドにパスを入力します。

サブフォルダを検索 で下位ディレクトリを詳細検索します。ディレクトリ構造によっては検索に長

時間かかる場合もあることに注意してください。

l ファイルフィールドにあるファイルを選択します。

l 完了 をクリックします。ファイルはインポートされます。

l インポートメッセージをOKで確認します。

ライセンスは「ライセンス」表示に現われます(左下の分割ウィンドウ)。

マルチサーバーライセンスをインポートするには、以下の通りに行ってください：

マルチサーバーライセンスのインポートは、すべてのユーザーロールで実行できます。

l メインメニューでファイル/インポート をクリックします。ダイアログウィンドウが現われます。

l インポートアシスタント マルチサーバーライセンスをマークし、続けるをクリックします。

l ファイルを開くをクリックし、ライセンスファイル (*.lic)を作成するディレクトリに移動します。

l ファイルを選択し、完了 をクリックします。ファイルはインポートされます。

l インポートメッセージをOKで確認します。

ライセンスは「ライセンス」表示に現われます(左下の分割ウィンドウ)。

その他のサーバーへの接続は、すべてのユーザーロールで構築できます。そのためには、該当す

る接続データおよびユーザーデータが必要です。これらは該当するサービスロケーションのシステ

ム管理者から受け取ります。

( "サーバーに接続 "ページ 24)。

ライセンスの追加購入

追加ライセンスを購入したい場合は、最寄りのPRÜFTECHNIK販売パートナーにお問い合わせください。ご希望の

ライセンス名のほかに、PRÜFTECHNIKは、インストールメディアにあるアクティベーションコード およびライセンスファイ

ルの請求時に入力する必要のあるカスタマーデータを必要とします。

新しいライセンスがPRÜFTECHNIKアクティベーションサーバーで利用可能になるとすぐにお客様に連絡されます。マ

ニュアルの有効化を希望する場合は、該当するライセンスファイルが送られます。

28 エディション: 12.2018

インストールと運用開始



PRÜFTECHNIK Condition Monitoring GmbH, Oskar-Messter- Str. 19-21, 85737 Ismaning, Germany – Tel: +49 89 96160, Website: pruftechnik.com  
Page 1 of 2 

Software License Agreement 

1. Subject Matter of these Terms and Conditions 

1.1 PRÜFTECHNIK Condition Monitoring GmbH, Oskar-Messter-Str. 19-21, D-
85737 Ismaning (hereinafter referred to as "prüftechnik") shall provide the Cus-
tomer with the software ("Contractual Software") described in the attached 
data sheet or offer in its object code on a data carrier or, at its own discretion, 
to be downloaded from the internet in accordance with the following provi-
sions. 

1.2 The terms and conditions contained in this Agreement and in the offer shall 
take precedence over any and all deviating or additional terms and conditions 
of the Customer, in particular in terms and conditions of purchase, orders or 
other documents. This shall also apply if prüftechnik concludes the Agreement 
without reservation although it is aware of the Customer's contrary or deviating 
terms and conditions. Any terms and conditions contained in an offer shall take 
precedence over the terms and conditions of this Agreement. 

1.3 Further services in relation to the Contractual Software (e.g. customization, 
maintenance or training) are not the subject matter of this Agreement. 

1.4 The provisions of the privacy policy (http://www.pruftechnik.com/legal-no-
tice/data-privacy.html) shall also apply. 

2. prüftechnik's Services

2.1 The Customer shall receive the Contractual Software in its object code for 
the operating system set out in the data sheet or offer on a data carrier or as an 
electronic copy for downloading from the internet.   

2.2 The range of functions, the requirements for the hardware and software en-
vironment and other information relating to the properties of the contract soft-
ware shall be exclusively that set out in the supplied documentation and 
datasheet or the quotation. Beyond this prüftechnik shall not owe any software 
qualities. In particular the Customer cannot infer any such obligation from other 
representations of the Contractual Software in public statements or in advertis-
ing by prüftechnik unless prüftechnik has expressly confirmed such a deviating 
quality in writing.   

2.3 The dispatch and transmission of the Contractual Software and, as the case 
may be, of the associated services shall be at the Customer's risk and cost unless 
otherwise stipulated in the offer letter.   

2.4 The documentation is either on the supplied data medium for printing out 
at home or is available in the form of the online help section. Documentation in 
paper form shall only be supplied upon special request, as the case may be for 
an extra charge.   

3. Customer's Rights of Use 

3.1 prüftechnik shall grant the Customer a non-exclusive right of use, which is 
unlimited in terms of geography and time, without the right to grant sub-li-
censes as follows:  

3.1.1 The Customer shall be entitled to use the software for the normal, speci-
fied use within the undertaking stipulated in the offer for the quantity stated 
therein (e.g. number / named users / installations, servers, CPU) and in the 
country of destination stipulated therein. Other types of use are not covered by 
the right of use, in particular the software may not be leased or loaned to third 
parties or provided to third parties for temporary use as part of EDP services, in 
particular as part of operating a computing center or outsourcing, as part of ap-
plication service providing agreements or in any other way and may not other-
wise be used for the purposes of third parties.  

3.1.2 The Customer may make one back-up copy of the original data carrier sup-
plied to him provided that this is necessary for the purposes of securing the fu-
ture use of the software (e.g. in the case of a system failure). The back-up copy 
must be marked as such and must be labelled with the original data carrier's 
copyright notice. If the hardware on which the software is used is exchanged 
the software must be erased from the hardware used up until then.   

3.2 The Customer is entitled to use the Contractual Software beyond the above-
described rights of use only following prüftechnik's consent. If the Customer 
fails to obtain consent and exceeds the above rights of use prüftechnik shall be 
entitled to issue an invoice for the amount that accrues for the more far-reach-
ing use in accordance with prüftechnik's then current price list, unless the Cus-
tomer can prove a substantially lower loss on the part of prüftechnik. This shall 
be without prejudice to any further-reaching non-contractual claims for dam-
ages.  

3.3 The Customer shall be entitled to amend, extend and otherwise modify the 
Contractual Software within the meaning of Paragraph 69 c no. 2 of the German 
Copyright Act (UrhG) only to the extent that the Act mandatorily allows the 
aforementioned. Any defects that occur shall be rectified under the warranty 
or, as the case may be, under a valid support contract. There shall be a defect 
only if the properties of the Contractual Software deviate from the program de-
scription in the user documentation or the Contractual Software does not satisfy 
its objectively intended object and additionally the execution of the Contractual 
Software is interfered with not only negligibly. If there is a support contract in 
place or there is a case of liability for defects in quality (Sachmangelhaftung) 
prüftechnik must be notified of any such defect without undue delay. If 
prüftechnik starts to rectify the defect within a reasonable period then any at-

tempts by the Customer to rectify the defect himself shall be unlawful. Other-
wise the Customer can make modifications to and copies of the Contractual 
Software that are necessary to rectify the defect. The Customer may not make 
any modifications that go beyond the rectification of defects so permitted.   

3.4 The Customer can ask prüftechnik for the interface information required to 
bring about interoperability of the Contractual Software subject to payment. 
Said information may only be used to create interoperable programs which do 
not have substantially similar forms of expression and may only be passed on if 
this is absolutely necessary for the stated purpose. If and to the extent that 
prüftechnik is not prepared to send the Customer the interface information 
within a reasonable period or only in return for an unreasonably high charge, 
the Customer may undertake a decompilation within the limits of Paragraph 69 
e of the German Copyright Act (UrhG). The Customer must immediately destroy 
information thereby acquired that does not concern interfaces.    

3.5 If in the course of making subsequent improvements or in the course of 
maintenance prüftechnik  provides the Customer with add-ins (e.g. patches, bug 
fixes) or with further developments of the software (updates, upgrades), which 
replace versions of the Contractual Software previously provided, said add-ins 
or further developments shall be subject to these terms and conditions. In that 
case the rights of use in relation to the previous version of the Contractual Soft-
ware shall lapse.   

3.6 Unless otherwise expressly provided, the Customer shall not obtain any fur-
ther-reaching rights to the software, in particular no right to the software's 
source code.   

4. Product Activation 

The Customer can exercise the above-mentioned rights of use only if he acti-
vates the copy of the software in the manner stipulated by prüftechnik. Usually, 
the Customer shall receive notification from prüftechnik after receipt of pay-
ment that the Contractual Software can be activated and, as the case may be, 
appropriate activation codes. The precise procedure can at all times be read on 
prüftechnik's website. If the Customer changes hardware, the software may 
have to be reactivated. prüftechnik applies said measures in order to ensure 
that only properly licensed copies of the software are used. prüftechnik does 
not collect, process or use any personal data on the Customer's computer when 
activating the product.   

5. Fee 

5.1 Upon payment of the fee stated in the offer the Customer shall be granted 
the rights of use described in Clause 3.   

5.2 All prices are deemed to be plus statutory value added tax (Umsatzsteuer) 
and, if appropriate, carriage and packing.   

5.3 The fee shall be due immediately upon conclusion of the Agreement unless 
otherwise stipulated in the offer. 

5.4 prüftechnik reserves title to all copies of the Contractual Software until the 
licence fees have been paid in full. In the event that the contract is breached by 
prüftechnik, in particular if prüftechnik is in default with payment, the Customer 
shall be entitled to demand the return of all copies of the Contractual Software 
to which the Customer has reserved title at the expense of prüftechnik or, if 
applicable, to demand the assignment of any rights held by prüftechnik against 
third parties. In this case, on request prüftechnik shall confirm in writing to the 
Customer that it has not retained any copies of the Contractual Software and 
that all installations of the Contractual Software have been irrevocably deleted 
from the systems of prüftechnik or the third party. Before the final transfer of 
title, prüftechnik shall only be able to dispose of the rights to the Contractual 
Software with the prior written consent of the Customer.  

6. Customer's Obligations

6.1 The Customer shall import and install the Contractual Software, inspect it for 
its operational capability and report any defects that may occur to prüftechnik 
without undue delay after receipt. The Customer shall have sole responsibility 
for setting up an operationally capable and adequately dimensioned hardware 
and software environment for the software.  

6.2 The Customer shall keep the software handed over safely in order to exclude 
the possibility of misuse. He shall give third parties access to the software only 
with prüftechnik's prior written consent.  
6.3 The Customer shall not be permitted to alter or remove any of prüftechnik's 
copyright notices, marks and/or control numbers or symbols. If the Customer 
edits the software, said notices and marks must be included in the adapted ver-
sion.    

6.4 The Customer shall take reasonable precautions for the event that the soft-
ware does not work properly, either in whole or in part (adequate back-up of 
data, regular checks of the data processing results).  

6.5 The Customer is entitled to pass the Contractual Software in its original con-
dition and as a whole together with a copy of these Terms and Conditions on to 
a subsequent user if the third party declares his agreement to these Terms and 
Conditions. Said right to pass on does not extend to passing on copies or partial 
copies of the Contractual Software and also not to passing on the modified or 
edited versions or copies or partial copies made thereof. If passed on, the Cus-
tomer must delete all versions and copies of the Contractual Software remaining 
with him. The Customer must report any passing on of the Contractual Software 
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to prüftechnik in writing. The deletion of versions of the Contractual Software 
remaining with the Customer must be confirmed to prüftechnik in writing upon 
request.  

7. Liability for Defects in Quality (Sachmängel) and Defects in Title 
(Rechtsmängel) 

7.1 prüftechnik does not give any guarantee for the software unless a specifica-
tion has expressly been designated in writing as "guaranteed".  

7.2 There is a defect in the software if the properties of the software deviate 
from the product description or the software does not satisfy its objectively in-
tended object and additionally the execution of the software or its fitness for 
use is interfered with not only negligibly. Sequence errors due to hardware er-
rors or operating errors or non-reproducible errors do not constitute defects 
within the meaning of this provision.   

7.3 Obvious defects in the sample of the software supplied must be reported in 
writing by the Customer without undue delay, however no later than within a 
preclusion period of ten days as of receipt of the software. Latent defects must 
be reported in writing within a preclusion period of ten days since discovery of 
the defect.   

7.4 When a defect is reported the Customer shall, however, first rule out the 
possibility that the defect reported is attributable to an operating error. For this 
the Customer shall have the burden of proof. The Customer must report defects 
in writing and must enclose therewith a detailed description of the error picture. 
Costs incurred by the Customer for checking the Contractual Software shall be 
borne by him alone.  

7.5 prüftechnik shall be answerable for defects, which are present when the 
Contractual Software is delivered, for a period of one year as of delivery in ac-
cordance with the following rules:  

7.6 In the case of defects in the documentation prüftechnik shall rectify the de-
fect by notifying the Customer in writing how the incorrect passages in the doc-
umentation should read correctly. There shall be a defect in the documentation 
only if the specified use of the Software or of the documentation by the Cus-
tomer is thereby unreasonably impeded.  

7.7 If there is a defect in the Contractual Software prüftechnik can, at its option, 
remedy the defect or supply the Customer with a version of the software that is 
free from defects. A defect can also be remedied by supplying updates, patches 
or bug fixes, which the Customer imports himself, or a reasonable bypass solu-
tion. If the defect is not reasonably remedied by a deadline set by the Customer 
the Customer must set prüftechnik a further reasonable deadline to remedy the 
defect. If the rectification fails because of the same defect a total of three times 
or if prüftechnik has not remedied the defect after the expiry of the deadlines 
the Customer can demand a pro rata reduction in the fee (abatement) or, in the 
case of defects which are not negligible, can rescind the Agreement. Remedying 
a defect at the Customer shall extend the period of limitation only with regard 
to said particular defect.   

7.8 The Customer shall be obliged to accept a new version of the software unless 
the original functional scope would thereby be reduced or the acceptance were 
to give rise to significant disadvantages for the Customer.   

7.9 If third parties assert claims, which would hinder the Customer from exercis-
ing the rights of use granted to him, the Customer shall notify prüftechnik 
thereof in writing without undue delay. The Customer authorizes prüftechnik to 
conduct the dispute with the third party, whether in or out of court, alone.  

7.10 prüftechnik shall take defensive action against the claims at its own cost 
and shall indemnify the Customer against all reasonable costs and damage as-
sociated with the defensive action against the claim unless they were caused by 
conduct on the part of the Customer that was in breach of duty.   

7.11 Damage which is attributable to faulty data carriers, improper installation 
by the Customer or third parties as well as editing or modifying the software not 
in accordance with the contract including rectification or maintenance work that 
was not authorized by prüftechnik is excluded from the liability for defects in 
quality (Sachmängelhaftung) and from the liability for defects in title 
(Rechtsmängelhaftung).   

7.12 If in the course of a requested remedying of a defect it subsequently tran-
spires that the trouble reported by the Customer is not attributable to a defect 
in the software, in particular if it is due to an operating error, prüftechnik shall 
charge the Customer for the expense incurred in accordance with the price list 
for prüftechnik's services as applicable from time to time.  

7.13 prüftechnik's liability for defects in quality (Sachmängelhaftung) and for 
defects in title (Rechtsmängelhaftung) is exhaustively governed by this Clause 
subject to the provisions of Clause 8 (Liability).   

8. Liability

8.1 prüftechnik shall be liable - on the merits - under this Agreement for damage 
to the Customer,   

- which prüftechnik or its statutory representatives or vicarious agents has
brought about intentionally or grossly negligently, 

- which occurred due to a breach by prüftechnik of a duty whose fulfilment
makes the correct execution of the Agreement possible in the first place and
which the contract party can normally expect compliance with (cardinal duty),

- -if said claims result from the German Product Liability Act (Produkthaftungs-
gesetz), 

- -if in the case of contracts for sale (Kaufverträgen) or contracts for work and 
services (Werkverträgen) prüftechnik gave a guarantee for the quality of the 
thing or prüftechnik made a fraudulent misrepresentation, 

- -which arises out of an injury to life, body or health due to a breach of duty
by prüftechnik or one of its statutory representatives or vicarious agents. 

8.2 prüftechnik shall be fully liable in the case of damage caused intentionally or 
grossly negligently or in the case of an injury to life, body or health. Otherwise 
the claim for damages shall be limited to the foreseeable damage typical for the 
contract, in the case of late performance (Verzug) to 5% of the contract value. 
The liability under the German Product Liability Act (Produkthaftungsgesetz) 
shall remain unaffected thereby.   

8.3 In cases other than the cases mentioned in 8.1 to 8.2 above prüftechnik's 
liability is excluded - irrespective of the cause in law.   

8.4 Claims for damages against prüftechnik shall be time barred following the 
expiry of 12 months after they arose. In the case of intent or gross negligence 
on the part of prüftechnik, in the case of fraudulent nondisclosure of a defect, 
in the case of personal injury or defects in title (Rechtsmängel) within the mean-
ing of Paragraph 438(1) no. 1 a of the German Civil Code (BGB) and in the case 
of guarantees (Paragraph 444 of the German Civil Code (BGB)) the statutory pe-
riods of limitation shall apply. The same applies to claims under the German 
Product Liability Act (Produkthaftungsgesetz).  

8.5 Insofar as prüftechnik's liability is excluded this shall also apply to the per-
sonal liability of prüftechnik's white-collar workers, blue-collar workers, em-
ployees, representatives and vicarious agents.  

8.6 prüftechnik shall be liable for the loss of data only if the Customer has taken 
reasonable precautions against the loss of data, in particular by making back-up 
copies of all programs and data in a machine-readable form at least once per 
day or the loss of data could not have been avoided even if this obligation had 
been complied with. In all other respects prüftechnik's liability for loss of data is 
subject to the limitations of this Clause 8.   

8.7 prüftechnik does not accept any liability for third-party software supplied 
together with prüftechnik's products, whether for the type, scope or quality of 
said software. The Customer shall be obliged to initially assert any claims, of no 
matter what kind, against the developer of the third-party software. For this, 
prüftechnik hereby already assigns any rights it may have to the Customer and 
promises to support the Customer as far as is economically reasonable in the 
assertion of said claims. If court action to enforce the Customer's claims against 
the third-party software developer fail finally and absolutely, prüftechnik shall 
be secondarily liable.   

9. Confidentiality 

9.1 The Customer undertakes to carefully protect the software together with 
the documentation and other information material, such as the separately sup-
plied interface description, as well as the back-up copy against unauthorized 
discovery by third parties, which includes discovery by unauthorized employees.  

9.2 The Customer shall indemnify prüftechnik against the damage incurred due 
to any breach of this obligation.   

10. Final Provisions

10.1 The transfer of rights and obligations arising out of this Agreement by the 
Customer to a third party shall require the prior written consent of prüftechnik.  

10.2 The Customer shall not be entitled to exercise a right of retention because 
of any other claim that does not derive from this Agreement. The Customer can 
assert a right of setoff only against claims against prüftechnik which are not dis-
puted or which have been established as final and unappealable.  

10.3 The invalidity of one or more provisions of this Agreement shall not affect 
the validity of the remainder of the Agreement. The contract parties shall en-
deavor to replace the void provision by a valid provision which comes as close 
as possible to the economic purpose intended by the void provision. The same 
shall apply in the event that there is a gap in the Agreement requiring regulation.  

10.4 Any amendments or additions to the Agreement including to this Clause as 
well as amendments or additions to the Schedules to the Agreement are re-
quired to be in writing in order to be effective. E-mail or other forms of elec-
tronic transmission does not constitute written form for the purposes of this 
regulation.  

10.5 The place of performance shall be prüftechnik's registered office (seat). This 
Agreement shall be governed by German law to the exclusion of the CISG. The 
exclusive place of jurisdiction shall be the Munich (Landgericht [Regional Court] 
I). prüftechnik shall also be entitled to sue the Customer at his registered office 
(seat).   

Position as per: 30 November 2015 
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